
 

 

第 1 学年が終了しました 

 

 29 回生の高校生活も 1 年目が終了しました。 

 まだまだ新型コロナウィルスに翻弄されることが

多く、予定していた球技大会やかるた大会も実施でき

ませんでしたが、それでも何とか第 1 学年の終わりを

迎えることができました。 

 今年度の終わりに、1 学年団から 29 回生の皆さん

にメッセージを贈ります。 

 

「Today is a gift」 

         学年主任 細見 明子 

2 月に行われた北京オリンピックを、TV で見た人

も多かったのではないでしょうか。胸を打つようなシ

ーンが数多くありましたが、その中で銀メダルに輝い

た女子カーリング代表「ロコ・ソラーレ」を創設した

本橋麻里さんの言葉が、私には一番印象に残りました。 

   Yesterday is history.  

Tomorrow is a mystery.  

Today is a gift.  

That's why it is called “the present.” 

もともとは 20 世紀初めのアメリカの女性史家の言

葉のようです。本橋さんは最後決勝で負けてしまった

チームに対して、この言葉を贈っておられました。 

4 月からはいよいよ 2 年生です。高校生活も折り返

しに入ります。未来のことで不安になることもあるか

もしれません。そんなとき、まずは「与えられた」今

日この 1 日に力を尽くしていくこと。それが一番大事

なのではと思います。 

29 回生の皆さんのあと 2 年の高校生活が、さらに

充実することを願っています。 

「無限」 

1 組担任 中西 徹 

 29 回生の今年度の流行語は「無限」で間違いないで

しょう。しかし、もしかしたらこの言葉、29 回生のみ

んなは、あまり良い印象をもっていないかもしれませ

んね。 

 私の好きな言葉の１つに『叱られてふてくされるの

は三流。𠮟られて下を向くのは二流。叱られて「あり

がとうございます」と言えるのが一流。』（星稜高校野

球部名誉監督 山下監督）というものがあります。 

 自分に厳しいことを言ってくれる人、自分が逃げ出

しそうなときに無理やりでも引っ張って厳しい状況

においてくれる人、皆さんは「ありがとうございます。」

と思えますか、言えますか。 

 「無限」という言葉は、29 回生の学年団の思いが詰

まった言葉です。「無限」という言葉、少し良い印象に

変わりましたか。 

 

「夢」                                      

２組担任 曽我 雅行 

 みなさん夢はありますか？高校時代の私には、高校

教師になりたいという夢がありました。ということは、

私は夢を叶えられたということになりますね。しかし、

ここまで辿り着くまでの道のりはけっこう長かった

気がします。 

 高校時代の私は人前で話すのが苦手で、すぐに緊張

して上手く話すことができませんでした。それでも、

高校教師になりたいと思っていた私は、発表の機会が

あれば積極的に大勢の前で話そうとしました。授業中

も、答えが間違っていたとしても発言しようと心がけ

ました。最初は上手くいきませんでしたが、次第に慣

れていき、大勢の前でも話すことができるようになり

ました。苦手なことでも、何度もチャレンジしていけ

ば克服することができるものなのですね。 

 ここまで頑張れたのは、私には「夢」があったから

だと思います。ひょっとしたら他の人から見れば、叶

いそうもない「夢」だったかもしれません。でも、「夢」

が叶うかどうかはその人の努力次第だと思います。今、

もうすでに「夢」がある人は、それに全力で向き合っ

てください。まだ見つからない人は、叶いそうにない

「夢」でもいいと思うので、残りの高校生活の中で見

つけ出してください。「夢」があれば、それを原動力に

29回生 学年通信 第8号 

3 月 23 日発行 

The Prime 29 



頑張ることができるようになるのではないでしょう

か。 

高校１年生は終わろうとしていますが、君たちの高

校生活はまだまだこれから！「夢」に向かって全力を

尽くしてください。応援しています！ 

 

「心構え」 

         ３組担任 多田 和行 

 高校１年生が終わろうとしています。 

１年間、楽しかったですか。大変でしたか。こんな

もんか、と思っている人もいるでしょう。 

さて、突然ですが学校は楽しくないといけないので

しょうか。私は楽しいのが嫌いなわけではありません

し、むしろ好きですが、楽しくないといけないとは思

いません。楽しくなくて良い、というよりか、与えら

れるものを待っているだけではそりゃそうだろうよ

という気持ちです。 

同じ経験をしていても、捉え方ひとつで楽しかった

り楽しくなかったり、姿勢ひとつで楽しめたり、楽し

めなかったりするのだと思います。もしあなたが今後

楽しい学校生活を望むのであればその姿勢が何より

重要です。環境や周りのせいにしてはいけません。 

暗いと不平を言うよりも、すすんで明かりをつけま

しょう。 

あなたの高校２年生が素晴らしいものになります

ように。 

 

「春の海 ひねもす のたりのたりかな」 

４組担任 岡 諒介 

最近は行けていないが、社会人になってから３月の

終わりには沖縄の離島に旅するのが楽しみだった。海

に潜ってマンタを見たり、水牛に揺られたり、島の少

年と遊んだりしながら、来年度にむけて充電するのだ。  

麗らかな沖縄の春の海をのんびり眺めていると、与

謝蕪村の「春の海 ひねもす のたりのたりかな」とい

う句がいつも浮かんでくる。高校生の時に「ひねもす」

という古語を覚えた時の例文が、大人になった今でも

ふいに思い出されるのだ。そうすると、世界がちょっ

とだけ深く、より色彩をもったように映る。 

勉強をする意味なんて山ほどあるけれど、今の学び

が、いつかの皆の見る世界をもっと深く美しいものに

変えてくれるかもしれない。１年間皆と一緒に勉強が

できて幸せでした。ありがとう。 

 

「１年間お疲れさまでした」 

５組担任 岸田 沙也佳 

私は映画が好きなのですが、たまに「何でやねん。」

と突っ込んでしまうような違和感を感じる瞬間があ

ります。個人的違和感１位が「スパイダーマン 2」の

ラストシーンです。ヒロインの婚約者の気持ちを想像

しながら見ていると、自分の感情とヒロインの表情

[行動]とのちぐはぐさに驚いて、笑ってしまいました。 

映画や小説では登場人物やその状況についてしっか

りと考えることが多いですよね。 

私は映画だけでなく、学校生活でも周囲の気持ちを

想像して、おかしいことには違和感を感じるという感

覚を大切にしてほしいと思います。１年生は何もかも

初めてで余裕がない時もあったかもしれません。少し

学校に慣れた今、みんなが「２年生って心地よくてあ

っという間だった」と感じることができるよう相手の

心も意識して過ごしてみてください。自分さえ楽しけ

れば良いのではなく、人の痛みも喜びも分かる人であ

ってほしいと思います。２９回生は温かくて元気で助

け合える学年なので２年生もさらに最高な１年にな

ると思います。１年間お疲れさまでした！ 

 

 

 ＜保護者の皆様へ＞ 

 この１年間本校の活動にいろいろとご協力いただ

き、本当にありがとうございました。 

 本日通知表をお渡ししております。生徒たちのこの

一年の頑張りをご確認ください。 

【４月の主な予定】 

4 月  8 日（金） 始業式・大掃除・着任式 

         新 1 年生入学式（午後） 

    11日（月） 課題考査・対面式・離任式 

           自転車通学者説明会 

12 日（火） 課題考査・授業 

13 日（水） 身体測定(5･6 限) 

15 日（金） 遠足（京都方面を予定） 

22 日（金） 部活動登録 

25 日（月） 部活動集会 

         ※「西陵通信」には 1/20 と

記載して 

           いましたが、日程を変更していま

す。 

 


